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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、多様な生物学的プロセスに関与する形質転換成長因子β（TGF-β）スーパーファミリーのメンバーであるアクチビンの機能を媒介する受容体をコードしています。コードされているタンパク質は膜貫通型セリン-スレオニンキナーゼ受容体であり、細胞特異的にI型およびII型受容体とリガンドの様々な組み合わせとヘテロ二量体複合体を形成することでシグナル伝達を媒介します。コードされているII型受容体は主にリガンド結合に関与しており、細胞外リガンド結合ドメイン、膜貫通ドメイン、および細胞質セリン-スレオニンキナーゼドメインを含んでいます。この遺伝子は、妊娠関連疾患で母体および胎児の罹患率や死亡率につながる可能性のある子癇前症の感受性と関連している可能性があります。選択的スプライシングにより、この遺伝子には複数の転写バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年6月],触媒活性：ATP + [受容体タンパク質] = ADP + [受容体タンパク質] リン酸,補因子：マグネシウムまたはマンガン,機能：リガンド結合により、2つのII型膜貫通型セリン／スレオニンキナーゼと2つのI型膜貫通型セリン／スレオニンキナーゼからなる受容体複合体を形成する。II型受容体はI型受容体をリン酸化して活性化し、I型受容体は自己リン酸化した後、SMAD転写調節因子に結合して活性化する。アクチビンA、アクチビンB、インヒビンAの受容体である。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属する。TKL Ser/Thrタンパク質キナーゼファミリー。TGFB受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,サブユニット：AIP1と相互作用する。AIP1、ACVR2A、ACVR1B、SMAD3からなる複合体の一部である。,
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	ACTR-IIA 抗体を使用したラット腎臓溶解物のウエスタンブロット分析。

